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「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し

合
い
な
が
ら
、
人
権
の
花
で
あ
る
水
仙
の
栽

培
を
通
し
て
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
命
の

大
切
さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
な
ど
基
本
的

人
権
尊
重
の
精
神
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
九
日
、
村
の
人
権
擁
護
委
員
の
森

山
髙
吉
さ
ん
、
高
嶋
美
和
子
さ
ん
が
南
山

城
保
育
園
を
訪
れ
、
人
権
に
つ
い
て
の
話
や

紙
芝
居
を
行
っ
た
後
、「
人
権
の
花
」
水
仙

の
球
根
一
〇
〇
個
を
プ
ラ
ン
タ
ー
や
用
土
と

一
緒
に
児
童
に
手
渡
し
、
み
ん
な
で
プ
ラ
ン

タ
ー
に
球
根
を
植
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
手
で
植
え

ら
れ
た
水
仙
は
、
二
月
ご
ろ
開
花
の
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
十
二

月
四
日
か
ら

十
二
月
十
日
ま

で
の
一
週
間

は
「
人
権
週
間
」

で
す
。
こ
の
人

権
週
間
に
家
庭

や
学
校
、
職
場

に
お
い
て
、
今

一
度
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
く

だ
さ
い
。

　

十
一
月
十
一
日
、
第
十
五
回
日
本
太
鼓

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
京
都
府
予
選
、
京
都

府
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
を
兼
ね
た
第
三

回
南
山
城
村
和
太
鼓
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
慣
れ
た
手
つ

き
で
ば
ち
を
つ
か
み
、
演
奏
の
始
ま
り
前
の

一
瞬
の
静
寂
を
切
り
裂
く
よ
う
に
掛
け
声
に

あ
わ
せ
て
大

太
鼓
や
小
太

鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
、
和
太

鼓
の
迫
力
で

観
客
を
魅
了

し
て
い
ま
し

た
。

て
よ
う

思
い
や
り
の
心

太
鼓
の
響
き

育

和

南
山
城
保
育
園
で

「
人
権
の
花
」
贈
呈
式

●
年
末
年
始
の
役
場
業
務
案
内

　

年
末
年
始
の
役
場
業
務
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

　
　

12
月
29
日
土
～
１
月
３
日
木

閉
庁
期
間

南山城村在宅寝たきり老人等紙おむつ購入補助事業をご存知ですか？
　この事業は要介護高齢者等に対して、紙おむつ購入負担金を補助し、要介護高齢者等
の在宅生活の継続、向上を目的としています。
◇対象となる方は、南山城村に住所を有する在宅の方で要介護状態であり、常時失禁状

態にあるか又は認知症状等によっておむつを必要とし、要介護3、要介護4、要介護5
の要介護認定を受けた方です。

◇補助基準は、1ヶ月当り5,000円を限度とし、対象経費の実支出額と比較していずれ
か少ない方の額を補助します。

◆但し、病院に入院、あるいは施設に入所されている方、南山城村に住所があっても高
齢者向け住宅で生活している、あるいは生活実態がない方に
つきましては、対象外となりますのでご了承下さい。

詳細は役場保健福祉課までお問い合わせください。
　問い合わせ先　保健福祉センター　９３－０２９４
　　　　　　　　保健福祉課　　　　９３－０１０４
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　木津川を美しくする会40周年
事業として各支部で河川環境美化
活動に取組むこととなり、笠置町
支部では10月27日㈯に役場下北
岸の草刈・ごみ拾いを実施しました。当日は、9月の台風で流されてきたごみがあった
り、かなり伸びている草もあり、会員とボランティアの方を含めて14名が参加し、短い
時間でしたが、熱心に作業をしていただき美しくなりました。この木津川は、私たちの
身近な河川でいつまでも美しく、未来の子どもたちに貴重な財産として引き継いでいく
為、今後も活動を続けていきたいと考えています。

笠
置
町
議
会
構
成副議長

杉 岡 義 信 氏

40周年事業で
    木津川清掃活動

議　長
西 岡 良 　 氏

十
月
二
十
一
日
に
執
行
さ
れ
た
笠
置

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
当
選
さ
れ
た

議
員
に
よ
る
初
議
会
が
十
一
月
七
日
㈬

に
開
催
さ
れ
、
議
長
に
西
岡
良　

氏
、

副
議
長
に
杉
岡
義
信
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
総
合
常
任
委
員
会
は
委
員
長
に

西
村
典
夫
氏
、
副
委
員
長
に
大
倉
博
氏

が
、
議
会
運
営
委
員
会
は
委
員
長
に
石

田
春
子
氏
、
副
委
員
長
に
瀧
口
一
弥
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

10月17日㈬にカンボジア王国内務副大臣を代表
とする訪問団の方々が、小規模行政の視察のため
笠置町を訪れました。

最初に温泉施設、笠置いこいの館を視察し、営
業状況などについていこいの館の支配人から、説
明がありました。
次に産業振興会

館に移動し、販売している商品や会館内部の施設につ
いて視察されました。最後に笠置町役場において町の
財政状況や、これからの課題等の説明と意見交換が行
われ、議会場などの視察をされました。

カンボジア 内務副大臣 視察研修
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地域学習発表会地域学習発表会小学校　小学校　
11月10日㈯に笠置小学校で地域学習発表会が行われました。
地域学習では小学校の児童が地元の事を知るために、校外学習とし

て町内を直接見回り住民の方や商店の方に話を聞き、自分たちが住ん
でいる笠置町の昔や今の状況について学びました。

そこで学んだ内容や聞いた体験をまとめ体育館で保護者や地域の方
に披露しました。

今まで知らなかった笠置の歴史
や生活について知ることができ、
児童たちも多くの事を学べたで
しょう。

もみじまつり
　見事な紅葉に染まった笠
置山もみじ公園で「笠置も
みじまつり」が開催されま
した。
　もみじまつりでは、きじ
釜飯やきじそばなどの地元
の特産品などが、駅前や笠
置山駐車場で販売され、山
の麓からのウォーキングや
オルガン演奏による音楽会
が行われました。今年も多
くの人たちがもみじ狩りや
イベントを楽しみ、笠置の
秋を盛り上げました。

11 18
日日

月
日
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 「れんけい」第80号訂正のお知らせ  
　11月月号広報「れんけい」第80号の９ページ目の秋祭りの開催の記事で、「さや当て」と記載して
いましたが、正しくは「流鏑馬」でした。
　訂正し、お詫び申し上げます。

人権の花　水仙の球根の贈呈式
　毎年、行われている人権の花である水仙の
花の贈呈式が今年も10月31日㈬に、笠置小
学校で行われました。
　この事業は、人権の花である水仙を「やさ
しい心」で育て、思いやりや命の大切さなど
豊かな人権感覚を身につけることを目的とし
ています。
　児童たちは、人権擁護委員の方から手渡さ
れた水仙の球根をプランターに軽石や土と共
に入れ、育てるための準備をしました。

　来年の3月には、児童か
らきれいに咲いた花を町内
のおじいさん、おばあさん
に配られる予定です。

　税を考える週間（11月11日から17
日）の一環として、同期間中に笠置町
産業振興会館において『税に関する小
学生の絵画展』が開催されました。
　笠置小学校１・２年生が『税金』をテー

マに描いた様々
な絵が展示され
ていました。

●笠置町役場（通常業務休み）
  12月29日㈯〜1月3日㈭

●笠置町産業振興館（通常業務休み）
  12月29日㈯〜1月3日㈭

●笠置郵便局（通常業務休み）
  12月29日㈯〜1月3日㈭

● JA 京都やましろ（通常業務休み）
  12月29日㈯〜1月3日㈭

●伊佐治医院（休診）
  12月29日㈯〜1月3日㈭

●笠置歯科口腔外科診療所（休診）
  12月29日㈯〜1月4日㈮

●町内循環バス（運休）
  12月30日㈰〜1月3日㈭

「税に関する小学生の絵画展」の開催 年末・年始情報
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十
一
月
三
日
㈯
と
四
日
㈰

の
二
日
間
、
和
束
運
動
公
園

で
「
茶
源
郷
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
約
六
，〇
〇
〇

人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
運
営
を
一
般
募
集

し
、
お
茶
の
通
販
・
京
都

お
ぶ
ぶ
茶
苑
合
同
会
社
が

提
案
し
た
企
画
で
ま
つ
り

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
和
束
運

動
公
園
を
「
茶
源
郷
」
と

し
て
、
茶
源
券
（
お
祭
り

通
貨
）
が
流
通
し
、
世
界

の
お
茶
を
愉
し
む
散
歩
道

や
、
お
茶
づ
く
し
の
屋
台

村
、
営
農
組
合
を
は
じ
め

と
す
る
フ
リ
ー
ブ
ー
ス
や

行
政
ブ
ー
ス
な
ど
、
一
一
三

の
テ
ン
ト
が
和
束
運
動
公

園
に
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、

茶
畑
景
観
を
活
か
し
た
茶

畑
ツ
ア
ー
、
犬
の
健
康
相

談
や
野
点
茶
席
、
音
楽
ス

テ
ー
ジ
や
茶
の
キ
ャ
ン
ド

ル
づ
く
り
体
験
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
内
務
省
の
サ
ク
・
セ
タ
副
大
臣

を
代
表
と
す
る
政
府
・
地
方
機
関
の
訪
問
団
十
三

名
が
、
十
月
十
七
日
㈬
本
町
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
で
は
、
地
方
分
権
や
地
方
機

関
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
、
小
規
模

市
町
村
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
視
察

研
修
す
る
た
め
来
日
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

副
大
臣
を
は
じ
め
訪
問
団
の
み
な
さ
ん
は
本
町

の
財
政
状
況
、
基
幹
産
業
で
あ
る
茶
業
の
現
状
、
お

茶
を
使
っ
た
特
産
品
づ
く
り

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
和
束
茶
カ
フ
ェ
で
、

お
い
し
い
お
茶
の
い
れ
方
の

説
明
を
受
け
ら
れ
、
四
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
天
空
カ
フ
ェ

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ク
・
セ
タ
副
大
臣
は
、「
町

独
自
の
色
を
打
ち
出
し
、
活

性
化
に
向
け
て
努
力
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
部
分
を

活
か
せ
る
か
検
討
し
た
い
。
ま
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

は
お
茶
が
好
き
だ
が
、
こ
ん
な
お
い
し
い
お
茶
は

初
め
て
だ
。」
と
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

～
茶
畑
か
ら
お
茶
の
魅
力
の
す
べ
て
を
伝
え
る
～

◆
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆

　
「
和
束
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
基
金
」
へ

次
の
と
お
り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

匿
名
希
望　

 

埼
玉
県
越
谷
市�

五
，〇
〇
〇
円　
　

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
和
束
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茶
源
郷
ま
つ
り

賑わう会場風景会場で盛り上げてくれた茶娘（？）たち子供ミニ電車　出発進行

茶茶ちゃん登場

和束茶一番 茶源郷まつり　開会宣言

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

　
　
内
務
副
大
臣
の
視
察
研
修
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ふ
き
の
と
う
」

（
会
長　

松
村
惠
子
さ
ん
、
会
員
二
十
人
）

が
平
成
二
十
四
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に
輝
き
、
十
一
月
五
日
、

京
都
府
山
城
南
保
健
所
で
表
彰
状
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
き
の
と
う
」
は
昭
和
六
十
年
に
設
立

さ
れ
、
以
来
二
十
七
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
調
理
や
友
愛
訪
問
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
践
を
通
じ
て
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

て
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
西
田
秀
樹
京
都
府
山
城
南
保
健

所
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
松
村
会
長
は
「
こ
の

よ
う
な
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
会
員

全
員
力
を
合
わ

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。」

と
受
賞
の
喜
び

を
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

国
内
外
で
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
松
石
三

重
子
さ
ん
が
「
宇
治
茶
伝
道
師
」
と
し
て
京
都

府
と
英
国
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
と
の
友
好
提
携
締

結
十
五
周
年
記
念
に
山
田
知
事
を
代
表
と
す
る

訪
問
団
の
一
員
と
し
て
十
月
十
三
日
～
二
十
一

日
ま
で
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
等
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。松

石
さ
ん
は
、
十
五
日
訪
問
先
の
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
市
議
会
の
み
な
さ
ん
に
日
本
緑
茶
・
和
束

産
宇
治
煎
茶
を
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

「
お
茶
を
飲
ま
れ
た
後
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔

を
み
て
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

が
実
感
で
き
、
う
れ
し
か
っ

た
。」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
宇
治

茶
伝
道
師
」
と
し
て
宇
治
茶

の
香
り
や
味
、
歴
史
を
世
界

へ
発
信
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

九
月
四
日
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で
第
五
十
八
回

和
束
町
茶
品
評
会
審
査
会
が
、
十
三
名
の
審
査

員
に
よ
り
、
煎
茶

七
十
八
点
、
て
ん
茶

二
十
六
点
を
対
象
に

開
か
れ
ま
し
た
。「
煎

茶
の
部
」「
て
ん
茶

の
部
」
で
そ
れ
ぞ
れ

審
査
が
行
わ
れ
た
結

果
、
次
の
み
な
さ
ん

が
十
一
月
三
日
の
和

束
町
茶
業
関
係
表
彰

式
に
お
い
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

「
煎
茶
の
部
」

　

  

１  

等

　

１
位　

畑
　
　
　
広
　
大�

（
京
都
府
知
事
賞
）

　

２
位　

久
　
保
　
裕
　
史
　
　
　
　
　
　

�

（
京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞
）

　

３
位　

竹
　
谷
　
元
　
也
　
　
　
　
　

�

（
京
都
府
茶
生
産
協
議
会
会
長
賞
）

　

４
位　

杉
　
田
　
太
久
美
　
　
　
　
　

�

（
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞
）

「
て
ん
茶
の
部
」

　

  

特
別
賞

　
　
　
　

田
　
中
　
清
　
和
　�

（
町
長
特
別
賞
）

表彰伝達式

▲宇治茶伝道師として委嘱
された松石三重子さん

煎茶の部  1 等  1 位　畑　広大さん

第
五
十
八
回
和
束
町

茶
品
評
会
審
査
会
成
績
結
果

宇
治
茶
の
伝
道
師

英
国
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
を
訪
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

     
「
ふ
き
の
と
う
」
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

英国エディンバラ市
議会のみなさんに和
束産宇治茶を振る舞
われる松石さん

▶
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十
月
十
九
日
、
平
成
二
十
四
年
度
和
束
町

優
良
品
種
茶
園
品
評
会
が
開
か
れ
、
成
木
の

部
七
点
、
幼
木
の
部
五
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。「
成
木
茶
園

の
部
」「
幼
木
茶

園
の
部
」
で
そ
れ

ぞ
れ
審
査
が
行
わ

れ
た
結
果
、
次
の

み
な
さ
ん
が
十
一

月
三
日
の
和
束
町

茶
業
関
係
表
彰
式

に
お
い
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

「
成
木
茶
園
の
部
」

　

優
秀
賞　

畑
　
　
　
新
　
悟

�

（
京
都
府
知
事
賞
）

　

優
良
賞　

澤
　
樹
　
信
　
吉

（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
京
都
府
本
部
運
営
委
員
会
長
賞
）

　

佳
良
賞　

久
保
見
　
　
　
守　

�

「
幼
木
茶
園
の
部
」

　

優
良
賞　

大
　
西
　
喜
　
典

（
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞
）

　

佳
良
賞　

大
　
西
　
和
　
美　

�

十
一
月
三
日
、
第
三
十
四
回
和
束
町
茶
香
服
大

会
が
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

も
各
区
か
ら
男
女
四
人
の
代
表
選
手
総
勢
五
十
六

名
が
出
場
さ
れ
、
日

ご
ろ
の
実
力
を
発
揮

さ
れ
、
十
一
月
三
日

の
和
束
町
茶
業
関
係

表
彰
式
に
お
い
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
団
体
の
部
」

　

優
勝　

白
栖
区

　

二
位　

中
区

　

三
位　

石
寺
区

「
個
人
の
部
」（
女
子
）

　

優
勝　

岩
　
﨑
　
み
つ
子

　

二
位　

吉
　
田
　
亜
　
紀

　

三
位　

安
　
田
　
麻
　
綾

「
個
人
の
部
」（
男
子
）

　

優
勝　

細
　
井
　
堅
　
太

　

二
位　

渡
　
邉
　
光
　
章

　

三
位　

金
　
本
　
　
　
寛

　
（
敬
称
略
） 

平
成
二
十
四
年
度
和
束
町
戦
没
者
追
悼
式

が
十
月
十
九
日
㈮
午
前
十
時
か
ら
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
列
さ
れ
た
多
く
の

遺
族
や
来
賓
ら
が
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
々
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

追
悼
式
で
は
、
は
じ
め
に
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
堀
町
長
が
式
辞
を

述
べ
、
京
都
府
知
事
や
和
束
町
議
会
議
長
か

ら
の
追
悼
の
辞
の
あ
と
、
遺
族
代
表
の
西
田

節
子
さ
ん
が
「
大
戦
で
学
ん
だ
多
く
の
教
訓

を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
語
り
継
ぎ
、
尊

い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
今
日
の
平
和
が
永

久
不
変
の
も
の
と
な
る
よ
う
、
た
ゆ
み
な
く

努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に
参
列
者
の
み
な
さ
ん
が
菊
の
花

を
献
花
し
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
情
報

成木茶園の部  優秀賞  畑　新悟さん

団体の部　優勝　白栖区

平
成
２４
年
度
和
束
町

　

優
良
品
種
茶
園

　

品
評
会
成
績
結
果

第
３４
回
和
束
町

　

 

茶
香
服
大
会

永
久
不
変
の
平
和
を

　
　

目
指
し
て
…
…

和
束
町
戦
没
者
追
悼
式

和
束
町
役
場　

12
月
29
日
㊏
～
１
月
３
日
㊍
（
通
常
業
務
休
み
）

和
束
町
国
保
診
療
所

12
月
29
日
㊏
～
１
月
３
日
㊍
（
休
診
）
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